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会社名 株式会社 グリッド GRID Inc.

代表取締役 曽我部 完

設⽴ 2009年10⽉

資本⾦ 100百万円

事業内容 ⼈⼯知能を⽤いたシステムの開発・販売・コンサルティング・保守・
運⽤サポート業務 等

従業員数 82名

本社所在地 東京都港区北⻘⼭３丁⽬11番７号 AOビル6階

主な株主 三井物産株式会社、伊藤忠商事株式会社、丸紅株式会社

会社概要（2023年５⽉30⽇現在）
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Mission

インフラと社会を、
その先へ
私たちは、アルゴリズムとテクノロジーで
これまでのインフラを再定義し、
未来の社会を⽀えるインフラを創造します。

グリッドのテクノロジーはインフラを進化させ、
持続可能な社会づくりに貢献します。
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基盤構築期事業転換期創業期

沿⾰

2009 2014

再⽣エネルギー事業の会社として設⽴ AI開発業務に進出し可能性を模索

2019

計画最適化に経営資源を集中

再⽣エネルギー事業
（太陽光発電システム販売・メガソーラーの開発） 2009〜2020

再⽣エネルギー事業の会社として設⽴。2014年にAI開発事業に
事業を転換し、2019年より計画最適化に経営資源を集中

AIの研究開発

2014〜2015

AI開発事業（画像認識・異常検知・予測）

2015〜2018

最適化の研究開発

2017〜2018

AI開発事業（最適化）

2019〜2023

2009年10⽉ 再⽣エネルギー事業の会社として設⽴
2010年２⽉ 太陽光発電システムの販売開始

2014年３⽉ 発電電⼒量予測アルゴリズムの研究開発
を開始

2015年７⽉ AI開発事業開始
2017年３⽉ 三井物産（株）、伊藤忠商事（株）、

丸紅（株）と資本業務提携
2017年４⽉ 東京⼤学先端技術研究所に⼈⼯知能Lab

開設

2019年12⽉ 輸送計画最適化分野でのサービス提供
開始

2020年11⽉ エネルギーソリューション事業から撤退

2020年12⽉ 電⼒事業者向け需給計画最適化分野での
サービス提供開始

2021年４⽉ ⽣産計画最適化分野でのサービス提供
開始
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経営メンバー

代表取締役社⻑

曽我部  完
取締役 AI事業本部⻑

照井  ⼀由

取締役 管理本部⻑

渋⽥  淳⼀

⼩売事業会社から、物流会社を経て2009年に（株）グ
リッドを創業。国内では稀有な機械学習／深層学習AI開
発プラットフォームを独⾃開発。エネルギー、電⼒、交
通などの社会インフラの変⾰を通じて、さまざまな社会
課題の解決に取り組む。⼈⼯知能の更なるブレークス
ルーを⽣み出す事を⽬指し、最前線で活動している。

伊藤忠テクノソリューションズ（株）⼊社後、新規製
品・サービスのビジネス開発に従事しその後、ITOCHU
Techno-Solutions America, Inc.のVice Presidentに就任。
帰国後、AI黎明期より、幅広い分野でのビジネス活⽤推
進に貢献。2020年より、社会インフラ領域でのAIビジネ
ス拡張を⽬指し、グリッドに⼊社。取締役AI事業本部⻑
として、世界に先駆けてIndustrial AI市場の拡⼤をリード。

取締役 事業開発本部⻑

中村  秀樹
重電系関連会社から、（株）都市デザインシステム※で
インフラ会社との様々な事業を⽴ち上げる。
2009年より、創業メンバーとしてグリッドを⽴上げ、AI
事業の領域をスマートシティをはじめとした幅広い分野
へと拡張し、事業成⻑に⼤きく貢献。事業開発本部⻑と
して、AIの新たな活⽤領域の開発や、AIを活⽤した脱炭
素やスマートシティの取組みの前線に⽴つ。

※現 UDS（株）

三井物産（株）⼊社後、Mitsui Comtek Corp.社⻑、三井
物産エレクトロニクス（株）社⻑、イタリア三井物産
（株）社⻑などを歴任。シリコンバレーでの経験を活か
し、主にDX分野で複数の新規事業を⽴ち上げる。2020年
より、ICT分野での豊富な実務経験と幅広い業界知識を現
場で発揮したいとの思いからグリッドに⼊社。取締役管
理本部⻑として事業の成⻑を⽀えている。
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事業ドメイン

電⼒・エネルギー 物流・サプライチェーン 都市交通・スマートシティ

プラント制御

電⼒需給計画

分散電源制御

⽣産計画

配船計画

輸送計画

渋滞予測

都市計画

空調熱源制御

AI × 最適化 を社会インフラ３分野に集中して展開

01 02 03
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事業内容 AIエンジンの開発

組合せ

計画作成時間

計画結果

社会インフラのオペレーションを最適化するAIエンジンの開発

⼈による計画業務（例）Before AIエンジンによる最適化技術（例）After

１シナリオ×１計画

数時間〜数⽇間
実績で事後確認

熟
練
⼈
材

複数シナリオ×複数計画
数分
シミュレータで事前確認

組合せ

計画作成時間

計画結果

A
I

エ
ン
ジ
ン
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事業内容 業務システムの提供

AIエンジンを搭載した業務システムを提供

業種ごとのシステム 業務システム画⾯

当社が社会実装する最適化 電⼒需給計画、プラント制御、配船計画、⽣産計画、空調熱源制御、都市計画等

顧客の業務システムに当社の業務システムを組み込み、計画最適化を実現

電⼒システムアプリ＆ APIs 配船計画アプリ ＆ APIs

⽣産計画アプリ＆ APIs スマートシティアプリ ＆ APIs
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事業内容 運⽤・サポートによる性能維持

顧客のビジネス要件の変化やデータの質の変化に
より、AIエンジンは性能が劣化する可能性があるた
め、性能を維持しつつ顧客がシステムを利⽤し続
けられるよう、障害監視・対応を⾏うとともにAI
エンジンのチューニングを⾏うサービスを年間契
約として提供

AIエンジンの性能維持
障害監視・対応を⾏う
運⽤・サポート

電話/
Web画⾯

検知システム

顧客

障害⾃動検知

障害の申告

GRID

顧客

障害発⽣のご連絡
中間報告（未復旧の場合）

復旧のご連絡

障害⼆次対応
障害発⽣のご連絡

中間報告（未復旧の場合）
復旧のご連絡

AWS
エスカレーション

障害⼀次対応GRID

GRID

GRID

障害対応フロー

連 絡障害対応障害検知

稼働年数

利⽤開始時の
顧客の性能期待値

ビジネスルールの変更
による性能の劣化

ビジネス
要件の変更

ビジネス
要件の変更

ビジネス環境の変化による
システムのアップデート

AIエンジンの性能

AIエンジンの利⽤開始後のイベント
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業績推移

営業利益

239
385 341

680

910
1,019

1,350

1,478

960

350

26

0

600

1,200

1,800

旧エネルギーソリューション事業 AI開発事業（百万円）

122

△ 91

△ 645

△ 222

71

226 188

△800

△ 600

△ 400

△ 200

0

200

400

（百万円）

売上⾼

2020年6⽉期にAI開発事業に⼈的資源を拡⼤集中
その２年後に早くも⿊字化を達成

18/6 19/6 20/6 21/6 22/6 23/6
3Q累計

23/6
通期
(⾒通し)

18/6 19/6 20/6 21/6 22/6 23/6
3Q累計

23/6
通期
(⾒通し)

翌期に向けて
エンジニアの
採⽤を加速

AI開発事業に
⼈的資源を
拡⼤集中

AI開発事業に
⼈的資源を
拡⼤集中

21/6〜23/6 AI開発事業
年平均成⻑率 58.2%
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電⼒・エネルギー           27.8%

事業ドメイン別の売上構成

３分野でバランスよく展開し、各分野を拡⼤

物流・サプライチェーン  50.3%

その他 
3.9%都市交通・スマートシティ  18.0%

• 電⼒需給計画

• プラント制御

• 分散電源制御

• 配船計画

• ⽣産計画

• 輸送計画

• 都市計画

• 渋滞予測

• 空調熱源制御 2023年6⽉期
売上⾼ ３Q累計

1,019百万円
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事業構造

AI技術の「実⽤化」に向けたサービスを⼀貫して提供

運⽤・サポート

アプリ
ケーション

具体的な
サービス

AI技術によるAIアルゴリズムと
シミュレータを組み合わせたもの
をAIエンジンとして開発

AIエンジンを搭載した業務アプリ
ケーションを顧客の業務システム
に組み込む

顧客がシステムを継続利⽤するた
めの機能（性能維持・監視・障害
対応）を年間契約で提供

フロー型売上 ストック型売上

AIエンジンの性能維持
障害監視・対応サービス

プラットフォーム開発AI開発

AIアルゴリズム

シミュレータ
+

AIエンジン

AI

AIエンジン

AI

業務システム

売上⾼ 841 百万円
1,102 百万円

177 百万円
248 百万円

23/6期３Q累計

23/6期通期⾒通し

23/6期３Q累計

23/6期通期⾒通し

業種ごとのアプリケーション

電⼒システムアプリ＆ APIs 配船計画アプリ ＆ APIs

⽣産計画アプリ＆ APIs スマートシティアプリ ＆ APIs
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＊契約期間は顧客ごとに異なり、再契約により契約期間延⻑を⾏う

運⽤・サポートAI開発・プラットフォーム開発

運⽤・サポートAI開発・プラットフォーム開発

運⽤・サポートAI開発・プラットフォーム開発

運⽤・サポートAI開発・プラットフォーム開発

収益構造

運⽤・サポート

フロー型売上
（〜2年）

ストック型売上＊

（3年〜）

新規顧客獲得
既存顧客深堀

の加速

プロジェクトの
着実な進展

収益基盤の
強化

成⻑投資の
拡⼤

売
上
⾼

時間軸

ストック型
売上増

プロダクト開発
加速

安定
キャッシュ増

フロー型
売上増

フロー型売上の積上げにより、ストック型売上を継続的に拡⼤

ストック型売上の
増⼤を⽬指す

当社の収益構造イメージ

AI開発・プラットフォーム開発

23/6期３Q累計 35 百万円 25 百万円
23/6期通期⾒通し 44 百万円 31 百万円

顧客平均売上
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100 75 39 22

96 96 162 215

203
120 124 94

68
479

549 458240

140
147

561

57%
53%

46%
49%

0%

20%

40%

60%

0

500

1,000

1,500

21/6 22/6 23/6
3Q累計

23/6
通期
(⾒通し)

10M未満 10M〜30M 30M〜50M 50M〜100M 100M以上 上位5社構成割合

売上⾼の顧客規模別構成と上位5社構成割合

(百万円)

アップセル・クロスセルにより顧客当たりの売上を増やしつつ
横展開による顧客分散で構成割合の平準化を促進

売上⾼の顧客規模別構成と上位5社構成割合

706

910
1,019

1,350

1億円以上の顧客が堅調に増加

上位５社の構成割合が低下
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16.2
20.0 19.8

25.7

43
48

55 57

0

20

40

60

0

10

20

30

21/6 22/6 23/6
3Q累計

23/6
通期
(⾒通し)

エンジニア⼀⼈当たり売上⾼ エンジニア数

エンジニア⼀⼈当たり売上⾼とエンジニア数

(百万円)

エンジニア⼀⼈当たり売上⾼とエンジニア数が共に増加し
継続して事業規模拡⼤と⽣産性向上を実現

エンジニア⼀⼈当たり売上⾼*とエンジニア数

(⼈)

¥¥全従業員数 82⼈70⼈69⼈

＊売上⾼÷期⾸期末平均エンジニア数

77⼈
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186

142

224

358

231

391 398

331

△16 △58 6

139

△7

130
103

△38

△8.6%

△40.6%

2.8%

38.8%

△2.9%

33.4%
25.9%

△11.4%

△ 50%

△ 25%

0%

25%

50%

△100

0

100

200

300

400

22/6
1Q

22/6
2Q

22/6
3Q

22/6
4Q

23/6
1Q

23/6
2Q

23/6
3Q

23/6
4Q

(⾒通し)

売上⾼ 営業利益 営業利益率
翌期に向けて
エンジニアの
採⽤を加速

1Qは相対的に⼩さい

3Q⼜は4Qがピーク

← 22/6期 23/6期 →

四半期会計期間の業績推移

(百万円)

顧客⼜は当社の決算⽉が売上⾼のピークとなる傾向の中
売上⾼の季節性を徐々に低減

四半期ごとの売上⾼と営業利益
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¥¥ ¥¥1227066921,3451,719 910

重要な経営指標

営業利益率売上⾼成⻑率

FCF拡⼤による企業価値の向上に向けて
売上⾼成⻑率と営業利益率を重視

△ 44.2%

△ 21.8%

△ 48.5%

2.0%

28.8%

48.4%

△50%

△25%

0%

25%

50% 7.1%

△ 6.8%

△ 93.1%

△ 31.5%

7.8% 14.0%

△ 100%

△ 75%

△ 50%

△ 25%

0%

25%

△ 222△ 644△ 91 71

営業利益 (百万円)(百万円)売上⾼

18/6 19/6 20/6 21/6 22/6 23/6
(⾒通し)

AI開発事業に
⼈的資源を
拡⼤集中

翌期に向けて
エンジニアの
採⽤を加速

18/6 19/6 20/6 21/6 22/6 23/6
(⾒通し)

1,350

AI開発事業に
⼈的資源を
拡⼤集中

188

⽬標：30% 中期⽬標：25%
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主要なKPI

ストック型売上⽐率
顧客平均売上、取引先数を

バランスよく伸ばし
安定的かつ持続的な成⻑を⽬指す

ストック型
売上⽐率

顧客平均売上 取引先数*

23/6期 通期⾒通し

18.3%

29社46.6百万円

＊エンドユーザ数

主要KPIであるストック型売上⽐率、顧客平均
売上、取引先数に関して、⼀つの指標を集中
的に伸ばしていくのではなく、トレードオフ
の関係とならないよう、全体的に伸ばしてい
くことで、安定的かつ持続的な成⻑を実現

3Q累計 17.4%

3Q累計 28社

23/6期 通期⾒通し

3Q累計 36.4百万円

23/6期 通期⾒通し
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財務ハイライト

(百万円) (百万円)

(円)
(百万円)

1,719 

1,345 

692 706 
910 1,019 

0

500

1,000

1,500

2,000

18/6 19/6 20/6 21/6 22/6 23/6
3Q

149

△ 45

△ 626

△ 198

67
225

△ 750

△ 500

△ 250

0

250

18/6 19/6 20/6 21/6 22/6 23/6
3Q

31.26

△ 14.92

△ 192.86

△ 57.96

25.29
70.24

△ 200
△ 160
△ 120
△ 80
△ 40
0
40
80

18/6 19/6 20/6 21/6 22/6 23/6
3Q

29.7%

△13.9%

△98.5%

△22.2%

10.3%
22.3%

△100%

△75%

△50%

△25%

-

25%

50%

18/6 19/6 20/6 21/6 22/6 23/6
3Q

397 321

1,056
845

937
1,193

43.7%
30.0%

79.6% 70.4%71.9%75.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

300

600

900

1,200

18/6 19/6 20/6 21/6 22/6 23/6
3Q

純資産 ⾃⼰資本⽐率

105

△ 49

△ 676

△ 210

91
255

△ 900

△ 600

△ 300

0

300

18/6 19/6 20/6 21/6 22/6 23/6
3Q

(百万円)

売上⾼

1株当たり当期（四半期）純利益※

経常利益

ROE

当期（四半期）純利益

純資産・⾃⼰資本⽐率

※当社は、2023年４⽉15⽇付で普通株式１株につき3,000株の割合で株式分割を⾏っております。
2018年6⽉期の期⾸に当該株式分割が⾏われたと仮定して１株当たり当期純利益を算定しております。
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主な取引実績

新規参⼊が難しい社会インフラ分野において
業界⼤⼿企業との取引実績を多数有する
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n 事業内容と収益構造

n 競争優位性

n 市場環境

n 成⻑戦略

n リスク情報
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顧客の課題に合わせた
技術の組合せ

特定の技術だけでは不可能な
実⽤的な計算時間を実現

シミュレータがデータを⽣成
ビッグデータの収集が不要

ビッグデータを使⽤しない
ソリューション

競争優位性の概要

有機的な強み×機会の最⼤化で競争優位性を戦略的に創出

社会インフラ出⾝
エンジニアの積極採⽤

業界特有のビジネスルールに深い造詣

コスト削減効果を
事前に明⽰

顧客の導⼊の判断を容易にする
費⽤対効果の⾒える化

シナリオプランニングで
複数の期待収益を提⽰

事業リスクに応じた柔軟な選択が可能

有機的な強み

社会インフラ×最適化
という独⾃のポジション

様々な要素が⼀体となって当社の強みを形成

差別化集中戦略で⾼い利益率を創出

再現性の⾼いサービス

強みで創出する機会とポジショニングで創出する機会

競争優位性

ドメインを絞り込んだ
開発

過去の開発を類似会社で再利⽤

意思決定を容易にするサービス

実績による宣伝効果で顧客獲得が加速

計画最適化の豊富な実績
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デジタルツインとAIアルゴリズムの融合による最適化技術

Real Space Digital Space

現実世界のビジネスルールや物理法則をデジタル空間に再現し
ビッグデータを⽤いず*、AIアルゴリズムで計画を最適化する

コアテクノロジー

ビジネスルール シミュレータ AIアルゴリズム物理式

実⾏結果

実⾏プラン+
UI/UX 業務システム

AIエンジン

＊AIエンジン内のシミュレータが顧客のビジネス環境を再現してパラメータ値の⼊⼒でデータを⽣成できるため、ビッグデータが不要
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当社の独⾃のポジション

持続的
技術

先進
技術*

新興
マーケット

国内ITシステム
インテグレーター

GAFA

国内AIスタートアップ

当社
先進技術*

既存総合電機メーカー
既存技術の進化

当社の競合は、AIスタートアップではなく
国内の歴史ある巨⼤な総合電機メーカー

当社独⾃のソリューションである
数理最適やメタヒューリスティクス*に
最新AI技術を組み合わせたAIアルゴリズムと
製品販売を伴わないサービス提供により
技術⾯、価格⾯ともに優位性を確保

インフラ技術に
強みを持つ企業群

デジタル技術に
強みを持つ企業群

画像認識、⾔語処理

計画最適化

競合しない

既存
マーケット

社会インフラ×最適化による差別化と集中で
競合が少ない独⾃のポジションを確⽴

＊AIを使った技術であり、既存技術と⽐較して⾼い優位性のある技術

＊メタヒューリスティクスとは、現実空間において膨⼤な組
合せが発⽣する最適化問題を解くための経験的⼿法（ヒュー
リスティクス）を有機的に結合させたアルゴリズム
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⼀般的なPoCを必要としない開発モデル

• 豊富な実績
• ビッグデータを⽤いないシミュレータ
• 顧客の業務に造詣が深いエンジニア
• 類似会社における開発の横展開
• 化⽯燃料削減等の明確な経済的効果

• 過去の実績がなく、半信半疑
でプロジェクトがスタート

• データが集まらず、シミュ
レーションの精度が⾼まらな
いことが多い

AI開発
課題発⾒・
コンサル
ティング

プラット
フォーム

開発
運⽤・サポート

PoC
①

課題発⾒・
コンサル
ティング

AI開発
プラット
フォーム

開発

運⽤・
サポート

豊富な実績、業務知識、技術⼒、横展開により
⼀般的なPoCを必要とせず、本番導⼊につなげることが可能

通常のAI企業のプロセスの例

当社のプロセス

本番導⼊前提で
プロジェクトが
スタート

PoCが終わらず、
なかなか本番導⼊に
向けた開発に⾄らない

PoC
②

PoC
③…

PoCを省略
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社会インフラ出⾝者を中⼼とした⼈材戦略

社会インフラ出⾝の
エンジニアによる
豊富な業務知識

当社は、業務知識をエンジニアのコア・
コンピタンスとし、それにデータサイエ
ンティストやITエンジニアの能⼒を付加
することで他社にはない⼈材戦略を展開

ITエンジニア出⾝

社会インフラ出⾝

データサイエンティスト出⾝

ドメインナレッジの応⽤
課題把握・解決への道筋作成

顧客理解・説明・相談・信頼獲得

• 教育サービスでは獲得が難しい
ドメインナレッジを体得している

• 世の中の課題解決に関⼼

• ⼈材獲得のレッドオーシャン
• データサイエンスに興味

当社の採⽤ 通常のAI企業の採⽤の例

ビッグデータ解析
最適な統計的モデル構築

機械学習・ディープラーニング

システム設計、システム実装
サーバ構築、ネットワーク構築

AI技術×業務知識
エンジニア

データサイエンス
教育
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最適化技術を⽀えるAlgorithm MIX

マーケットインの視点で様々なアルゴリズムを組み合わせ
顧客の課題を解決する最適化の計算を短時間で実施

Algorithm MIX*を駆使
最新技術と旧来技術を顧客課題ごとに

柔軟に組み合わせ

従来の最適化
⼿法

時間短縮

解の精度

時間

組合せ最適化の計算を
短時間で実施

最 新 の A I 関 連 技 術

旧来⼿法

機械
学習

強化
学習

数理
最適化
⼿法

最適化の対象

電⼒需給計画

プラント制御

配船計画

⽣産計画

空調熱源制御

都市計画

…
…

＊Algorithm MIXとは、機械学習や強化学習、旧来⼿法である数理最適化の⼿法を顧客課題ごとに柔軟に組み合わせることで、実ビジネスの課題を解決する⼿法
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開発リードタイムを改善する取り組み

プロジェクトで開発した
顧客固有のAIエンジン

ReNom APPS ‒ 計画に特化した業務アプリケーション
Business Operation | Data Visualization 

ReNom APPS ‒ プラットフォーム

インフラ
Infrastructure Technologies

for industry SaaS

最適化アルゴリズム

シナリオ⽣成エンジン 予測エンジン 

データスキーマ バックエンドAPIs 計画⽴案エンジン

標準制約条件モジュール インフラ構築エンジン

AIエンジンを組み込むだけで業務システムを構築できる
アプリケーション群を開発し、開発リードタイムを短縮

AIエンジン

シミュレータ＆最適化モデル
Simulation | Optimization

1
2

AIエンジン
シミュレータ 最適化モデル

(AIアルゴリズム)Simulation | Optimization

組み込み

業務システム
アプリケーション群 顧客共通
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×

⾼い利益率を実現する事業構造

3つの要素の掛け合わせが、⾼い利益率の原動⼒

競合が少ない
ブルーオーシャン

×

⾼い利益率を実現する事業構造

コスト削減額を事前に明⽰でき
顧客が導⼊を決断しやすい

モジュール化と横展開による
効率的な開発モデル

シミュレーションによる
コスト削減効果

新興マーケット

既存マーケット

当社

他社
持続的
技術

先進
技術*

ポジショニング 導⼊効果 開発モデル

＊AIを使った技術であり、既存技術と⽐較して
   ⾼い優位性のある技術

モジュール

モジュールモジュール

モジュール

カスタマイズ カスタマイズ

カスタマイズ カスタマイズ

顧
客
A

顧
客
B

顧
客
D

顧
客
C

横展開

横展開

横展開



31© 2023 GRID Inc.
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当社が関連するAI市場

6,330 
7,196 

8,045 
8,876 

9,648 
10,376 

11,031 

0

3,000

6,000

9,000

12,000

2021 2022
（⾒込）

2023
（予測）

2024
（予測）

2025
（予測）

2026
（予測）

2027
（予測）

製造業 流通業 情報通信業 社会インフラ業

社会インフラ業  1,803億円
製造業  4,793億円
流通業  2,367億円

情報通信業  2,048億円

2022-2027（予測）
年平均成⻑率 9.7%

出典：富⼠キメラ総研（2022）「⼈⼯知能ビジネス総調査」より当社作成
＊国内AIビジネス市場の業種別市場動向において、社会インフラ業、製造業、流通業、情報通信業の数値を単純合算

（億円）国内

1.1兆円

当社が関連するAI市場の規模

当社が関連する
AI市場2027（予測）

当社が関連するAIビジネス市場は今後も成⻑期待
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市場規模が巨⼤な社会インフラ分野

当社が注⼒する社会インフラ3分野は市場規模が巨⼤

3.0兆円

出典：2022年度決算短信

国内物流上位10社
1社あたり売上⾼

1.5兆円

出典：2022年度決算短信
株式会社近鉄エクスプレスは2021年度決算短信を使⽤

国内製造業
企業数

34万社

出典：令和３年経済センサス

国内電⼒上位10社
1社あたり売上⾼
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増加する⽇本の化⽯燃料輸⼊額

12.1
15.8

19.3
17.0

11.3

17.0

33.5

18.2%
21.0%

23.3%
21.6%

16.5%
20.0% 28.4%

0%

6%

12%

18%

24%

30%

36%

0

5

10

15

20

25

30

35

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

化⽯燃料 輸⼊額 輸⼊額の総額に占める割合

出典：財務省「貿易統計」
＊主要商品別輸⼊(世界)   「 3.鉱物性燃料」より、原油及び粗油、⽯油製品、
液化天然ガス、液化⽯油ガス、⽯炭の輸⼊額を合計

（兆円）

2020年以降、エネルギー価格は急速に上昇しており、
エネルギー消費量を削減する最適化技術が求められている

化⽯燃料価格の推移（2020年6⽉の価格＝1.0）⽇本の化⽯燃料輸⼊額

0

1

2

3

4

5

6

＊1 出典：財務省「貿易統計」＊2 出典：World Bank  ＊3 出典：World Bank
＊グラフ内の倍数は、すべて2020年6⽉から2022年12⽉までの増加率

2020年
6⽉ 9⽉ 12⽉ 3⽉ 6⽉ 9⽉ 12⽉ 3⽉ 6⽉ 9⽉

2021年 2022年

原油及び粗油＊1

 4.98倍 ⽯炭＊2

5.74倍

天然ガス＊3

1.93倍

12⽉

（倍）
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成⻑イメージ

時間軸

業 

績

上場による調達資⾦を開発体制の強化へ投資
サービスの進化と共に加速度的で持続的な成⻑を⽬指す

ノウハウ蓄積による
サービスの進化

安定キャッシュ増による
成⻑投資の加速

既存顧客へのアップセル・クロスセル
業界内への横展開

短期成⻑戦略

インダストリークラウドの投⼊による
新規顧客の開拓

中期成⻑戦略

海外展開
量⼦コンピューターの活⽤
AI技術のさらなる進化

⻑期成⻑戦略

現 在

短期成⻑戦略

中期成⻑戦略

⻑期成⻑戦略
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短期成⻑戦略：アップセル・クロスセルのポテンシャル

企業内の多種多様な計画へ最適化を拡張し
戦略的に顧客⽣涯価値を最⼤化

電⼒需給
計画

最適化エンジン 当⽇計画 燃料調達
計画

⽕⼒+連
接⽔系最

適化
⽉間計画

年間計画

収⽀計画

期間/
ロバスト
最適化

メンテナ
ンス計画

週間計画 翌⽇計画

⼊札計画

アップセル

クロスセル

拡張

例：電⼒会社

⽇次計画など短期計画の
サービス提供から開始

新たなビジネスチャンスの創出

週次・⽉次・年次計画などの
⻑期計画やその他の種類の計画へ拡⼤

最適化する計画の増加に伴い
ステークホルダーも増加
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短期成⻑戦略：アップセル・クロスセル等による受注拡⼤

・
・
・

A社向け電⼒需給計画

売
上
⾼

時間軸

B社向け電⼒需給計画

C社向け電⼒需給計画

A社向け燃料調達計画

D社向け燃料調達計画

業界内の企業にも
横展開

E社向け燃料調達計画

当社が豊富な実績を有する領域に対し、
アップセル・クロスセルや横展開で受注を拡⼤

電⼒業界内での横展開のイメージ電⼒会社A社向けのアップセル・クロスセルのイメージ

電⼒需給計画

売
上
⾼

時間軸

燃料調達計画

メンテナンス計画

期間/ロバスト最適化

⽕⼒+連接⽔系最適化
他の計画業務に

アップセル・
クロスセル

・
・
・
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*インダストリークラウドとは、特定の業界、業種に合わせたサービスを提供するクラウドソリューション

SCM

POWER

VESSEL

企業価値

サプライ
チェーン

配船

電⼒

中期成⻑戦略：インダストリークラウドによる新規顧客開拓

for industry SaaS

電⼒・配船・製造をはじめ
特定産業向けにインダストリークラウド*を投⼊

ESGを踏まえた企業価値最⼤化のシナ
リオをシミュレーション

企業のサプライチェーンを調達から⽣
産、物流、消費までをつなぎ、最適な
⽣産計画、物流計画を⽴案

⽇々変動する状況に対して最適な運⾏
計画を⾃動で⽴案

⽇々変動する需要に対して様々なシナ
リオを描き、最適な需給計画を⾃動で
⽴案

VALUATION
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中期成⻑戦略：開発の横展開とインダストリークラウド

開発の標準化と横展開でアプリケーションを進化させ
開発不要の製品として新規顧客への導⼊を加速

新規顧客開拓新規顧客開拓新規顧客開拓

新たな産業
ドメインを

開拓 アプリ導⼊ アプリ導⼊ アプリ導⼊

ユーザー数が多い産業ドメインの顧客開拓により成⻑を加速

アプリ
(開発不要)

配 船 電 ⼒ 製造業
特定の顧客向け開発

標準化

標準化

アプリ
(開発不要)

カスタマイズ

アプリ
(開発不要)

カスタマイズ

横展開

横展開

不特定多数向け

アプリ
(開発不要)

開発不要

標準化 横展開

特定の顧客向け開発 特定の顧客向け開発

多⼩ ユーザー数

(インダストリークラウド)
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欧 州 北 ⽶

アジア

計画最適化

⻑期成⻑戦略：海外展開

社会インフラの業務オペレーションは世界共通
計画最適化の領域は海外においてもブルーオーシャン

for industry SaaS

インダストリークラウドを強みに
海外展開

SaaS提供のアプリケーション「インダスト
リークラウド」により海外ビジネスにおけ
るデリバリーリスクの低減を図る

国内の実績をROI*として明⽰することで
海外展開への可能性を強化

*ROIとは、return on investmentの略で、投じた費⽤に対してどれだけの利益を上げられるかを⽰す指標
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⻑期成⻑戦略：量⼦コンピューターの活⽤

2017~
量⼦アルゴリズムの研究開発を開始

グリッドの主な研究成果

量⼦コンピュータの導⼊ロードマップ

2021~
量⼦アルゴリズムに関する特許を申請

実ビジネスの課題解決の発展を⽬指し
量⼦アルゴリズムの研究開発を加速

本番運⽤に向けて
研究開発を加速

2018~
量⼦アルゴリズムに関する論⽂を発表

量⼦モンテカルロ
量⼦コンピュータ上で乱数を発⽣させ、複数回シミュレーションを
⾏ない、解を確率的に推定するアルゴリズムを開発

過学習しにくい性質を実証
機械学習の精度向上のボトルネックとなっている「過学習」が、量⼦機械学習器において
過学習しにくいという性質を詳細な数値実験を通して世界で初めて実証

ハイブリッド量⼦古典動的計画法
メモリの制限やハードウェアのノイズによる計算能⼒の制限解消に有効な、
古典コンピュータと量⼦コンピュータのハイブリット型量⼦回路を開発

そのほか、量⼦オートエンコーダー、量⼦誤差逆伝搬法、量⼦SVM等

上場〜

計算速度及び最適化の
精度の⾶躍的向上を⽬指す
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⻑期成⻑戦略：AI技術のさらなる進化

企業収益に貢献する AI を作る会社  = 最適化技術のさらなる進化へ
Unleash the business potential of Artificial Intelligence

AIテクノロジーはまだ発展途上の技術であ
り、今後さらに発展していくことが⾒込ま
れる。コンピュータパワーもさらに進化し、
量⼦コンピュータの社会実装も実現性が増
してきた

企業収益への
貢献度

⼀般的なAI企業 GRIDの現在地

機械・深層学習

Digital 
Twin

Simulator

需要予測・リコメンド・
マッチング

⾳声認識、画像認識
⾔語処理、異常検知

計画業務

半導体設計
配合、建築設計

量⼦コンピュー
ティング

GRIDの将来

新たなイノベーションの創出

Prediction 予測する

Cognition 認知する

Optimization 最適化する

Generation ⽣成する

最適化とその先の未来に向けて当社は研究
開発を重ね、新たなイノベーションを⽣み
出していく
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n 事業内容と収益構造

n 競争優位性

n 市場環境

n 成⻑戦略

n リスク情報
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主要なリスク

以下は、事業遂⾏において重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリスクです。その他のリスク情報については、
有価証券届出書「第⼆部【企業情報】第２【事業の状況】２【事業等のリスク】」をご参照ください。

当社の事業に関連するAI技術は、世界的に研究開発が進ん
でおり、技術⾰新のスピードが極めて速い分野であります。
当社はこうした技術⾰新に対応できる研究開発活動を推進す
ることに加え、社外取締役を含むAIや産業分野を専⾨とする
⼤学の研究者と連携し、最新の研究技術を取り込む体制を構
築することで、AIを活⽤した事業により事業基盤の拡⼤を
図ってまいります。しかしながら、技術⾰新への対応が遅れ
る可能性もあり、その場合には当社の競争⼒が低下すること
で、当社の事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

当社が今後更なる成⻑を成し遂げていくためには、優秀な
⼈材の確保と育成を重要課題の⼀つであると位置づけており
ます。当社は現在も優秀な⼈材の採⽤を進めるべく採⽤⼿段
の拡充等の採⽤施策を講じておりますが、これらの要員を⼗
分に採⽤できない場合や、採⽤後の育成が⼗分に進まなかっ
た場合、あるいは在職中の従業員が退職する等した場合に
は、受注するプロジェクトの開発に制約が発⽣することや、
受注したプロジェクトの品質・利益率の低下を招き、当社の
事業及び業績に影響を及ぼす可能性があります。

技術⾰新の影響 ⼈材の確保と育成

（発⽣可能性：低、発⽣時期：特定時期なし、影響度：⼤） （発⽣可能性：低、発⽣時期：特定時期なし、影響度：⼤）
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本資料は、情報提供のみを⽬的として当社が作成したものであり、当社の有価証券の買付け⼜は売付け申
し込みの勧誘を構成するものではありません。本資料に含まれる将来予想に関する記述は、当社の判断及び
仮定並びに当社が現在利⽤可能な情報に基づくものです。将来予想に関する記述には、当社の事業計画、市
場規模、競合状況、業界に関する情報及び成⻑余⼒等が含まれます。そのため、これらの将来予想に関する
記述は、様々なリスクや不確定要素に左右され、実際の業績は将来に関する記述に明⽰⼜は黙⽰された予想
とは⼤幅に異なる場合があります。したがって、将来予想に関する記述に全⾯的に依拠することのないよう
ご注意ください。本資料には、当社の競争環境、業界のトレンドや⼀般的な社会構造の変化に関する情報等
の当社以外に関する情報が含まれています。当社は、これらの情報の正確性、合理性及び適切性等について
独⾃の検証を⾏っておらず、いかなる当該情報についてこれを保証するものではありません。

なお、今後の本資料のアップデートは、毎期本決算後の９⽉を⽬途に実施する予定です。

本資料の取扱いについて

ディスクレイマー


